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林　

真
由
美

一
、「
上
古
結
縄
」
の
こ
と
ば

　

上
古
の
昔
、
ま
だ
文
字
が
な
い
時
代
に
、
人
々
は
縄
に
結
び
目
を
作
っ
て
情
報
伝
達
の
手
段
と
し
、
世
を
治
め
て
い
た
と
い
う
。

上
古
は
縄
を
結
び
て
治
ま
る
（
上
古
結
レ
縄
而
治
）。
後
世
、
聖
人
、
之こ
れ

を
易
ふ
る
に
書
契
を
以
て
し
、
百
官
以
て
治
ま
り
、

万
民
以
て
察あ
き

ら
か
な
り
。
蓋
し
諸こ
れ

を
夬
に
取
る
な
り
。�

（『
易
経
』
繋
辞
下
）

　

中
国
の
文
字
の
歴
史
は
古
い
。
殷
墟
か
ら
発
掘
さ
れ
た
甲
骨
文
字
は
、
紀
元
前
十
三
世
紀
頃
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。『
易
経
』



二

の
「
上
古
結
縄
而
治
」
は
、
は
る
か
昔
、
神
話
に
も
近
い
時
代
を
想
定
し
た
言
説
で
あ
る
。

　

古
代
の
思
想
家
は
、
文
字
も
な
か
っ
た
太
古
の
世
は
、
人
が
人
と
し
て
あ
る
が
ま
ま
に
、
心
満
ち
足
り
て
生
き
て
い
た
時
代
で

あ
っ
た
と
理
想
化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
荘
子
』
に
、
昔
は
、
文
字
の
代
わ
り
に
縄
を
結
ん
で
利
用
し
、
人
々
は
衣
食
住
に
満

足
し
て
暮
ら
し
て
い
た
至
徳
の
世
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、『
老
子
』
に
も
類
似
文
が
あ
る
。

子
は
独
り
至
徳
の
世
を
知
ら
ざ
る
か
。
昔む
か
し者

、
容
成
氏
・
大
庭
氏
・
伯
皇
氏
・
中
央
氏
・
栗
陸
氏
・
驪
畜
氏
・
軒
轅
氏
・
赫
胥

氏
・
尊
盧
氏
・
祝
融
氏
・
伏
戯
氏
・
神
農
氏
あ
り
。
是
の
時
に
当
た
り
て
や
、
民
は
縄
を
結
び
て
こ
れ
を
用
い
（
民
結
レ
縄
而

用
レ
之
）、
其
の
食
を
甘う
ま

し
と
し
、
其
の
服
を
美
と
し
、
其
の
俗
を
楽
し
み
て
、
其
の
居
に
安
ん
ぜ
り
。

�

（『
荘
子
』
胠
篋
篇
第
十
）

人
を
し
て
復
縄
を
結
ん
で
而
う
し
て
之
を
用
い
し
め
（
使
二
人
復
結
レ
縄
而
用
一
レ
之
）、
其
の
食
を
甘
し
と
し
、
そ
の
服
を
美
と

し
、
其
の
居
に
安
ん
じ
、
其
の
俗
を
楽
し
ま
し
む
。
隣
国
相
望
み
、
鶏
犬
の
声
相
聞
こ
え
て
、
民
は
老
死
に
至
る
ま
で
、
相
往

来
せ
ず
。�

（『
老
子
』
下
篇
、
第
八
十
章
）

　
「
上
古
結
縄
而
治
」（『
易
経
』）
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
句
で
あ
っ
た
。『
古
事
記
』
序
文
の
次
の
傍
線
部
分
も
、『
易
経
』
を
ふ
ま
え

た
表
現
で
あ
ろ
う
。
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然
れ
ど
も
、
上
古
の
時
は
、
言
と
意
と
並
に
朴
に
し
て
、
文
を
敷
き
句
を
構
ふ
る
こ
と
、
字
に
於
て
は
即
ち
難
し
（
然
、
上
古

之
時
、
言
意
並
朴
、
敷
レ
文
構
レ
句
、
於
レ
字
即
難
）。
已
に
訓
に
因
り
て
述
べ
た
る
は
、
詞
心
に
逮お
よ

ば
ず
。
全
く
音
を
以
て
連

ね
た
る
は
、
事
の
趣
更
に
長
し
（
已
因
レ
訓
述
者
、
詞
不
レ
逮
レ
心
。
全
以
レ
音
連
者
、
事
趣
更
長
）。
是
を
以
て
、
今
、
或
る
は

一
句
の
中
に
、
音
と
訓
と
を
交
へ
用
ゐ
つ
。
或
る
は
一
事
の
内
に
、
全
く
訓
を
以
て
録
し
つ
。
即
ち
、
辞
の
理
の
見
え
叵が
た

き

は
、
注
を
以
て
明
し
、
意
の
況か
た
ちの

解
り
易
き
は
更
に
注
せ
ず
。�

（『
古
事
（
（
（
記
』
序
文
）

　
『
古
事
記
』
序
文
は
、
太
安
万
侶
が
『
古
事
記
』
を
撰
録
し
、
元
明
天
皇
に
奏
上
す
る
と
き
の
上
表
文
で
あ
る
。
和
銅
四
年

（
七
一
一
）
九
月
十
八
日
、
元
明
天
皇
は
太
安
万
侶
に
「
稗
田
阿
礼
が
誦
習
す
る
と
こ
ろ
の
帝
紀
・
旧
辞
を
撰
録
せ
よ
」
と
い
う
詔

旨
を
下
し
た
。
右
の
引
用
は
、
撰
録
に
当
た
っ
て
、
稗
田
阿
礼
が
「
誦
習
」
し
た
帝
紀
・
旧
辞
を
文
章
化
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
述

べ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

　

傍
線
部
の
「
上
古
之
時
」
は
『
易
経
』
を
ふ
ま
え
た
「
上
古
の
文
字
の
な
い
時
代
」
の
意
で
、「
言
意
」
は
文
字
の
な
い
や
ま
と

こ
と
ば
を
さ
す
と
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
上
古
之
時
、
言
意
並
朴
」
は
「
上
古
の
文
字
の
な
い
時
代
の
言
語
で
あ
る
や
ま
と
こ
と

ば
は
、
言
葉
も
意
味
も
素
朴
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

次
の
「
敷
文
構
句
」
は
、
句
を
構
え
て
作
成
さ
れ
る
漢
文
を
さ
し
て
い
る
。『
古
事
記
』
序
文
も
対
句
を
構
え
た
駢
儷
文
で
執
筆

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
太
安
万
侶
が
考
え
る
正
式
の
漢
文
で
あ
っ
た
。「
上
古
之
時
、
言
意
並
朴
、
敷
文
構
句
、
於
字
即
難
」
に
お

い
て
言
・
意
（
や
ま
と
こ
と
ば
）
と
文
・
句
・
字
（
漢
字
・
漢
文
）
が
対
照
さ
れ
て
お
り
、「
や
ま
と
こ
と
ば
は
と
て
も
素
朴
な
た

め
に
、
文
字
（
漢
字
）
に
置
き
換
え
て
文
章
（
正
格
の
漢
文
）
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
は
難
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。



四

　
『
古
事
記
』
編
纂
時
（
天
武
朝
～
元
明
朝
）
の
日
本
の
言
語
は
、
日
本
古
来
の
や
ま
と
こ
と
ば
（
口
頭
言
語
）
と
、
外
来
語
で
あ

る
漢
語
（
文
章
語
）
が
並
存
し
て
い
た
。
や
ま
と
こ
と
ば
を
写
す
た
め
の
音
仮
名
と
訓
仮
名
は
普
及
し
て
い
た
が
、
固
有
名
詞
や
歌

謡
に
用
い
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
中
国
に
お
い
て
「
上
古
結
縄
」
の
無
文
字
時
代
は
太
古
の
神
話
的
時
代
で
あ
っ
た
が
、
や
ま
と

こ
と
ば
の
無
文
字
時
代
は
、
七
～
八
世
紀
ま
で
続
い
て
い
た
。
や
ま
と
こ
と
ば
が
固
有
の
文
字
を
獲
得
す
る
の
は
、
片
仮
名
と
平
仮

名
が
成
立
す
る
九
世
紀
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
日
本
に
お
い
て
、「
上
古
（
結
縄
）
之
時
」
は
、『
古
事
記
』
編
纂
時
期
ま
で
継
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

「
上
古
之
時
、
言
意
並
朴
」
は
「
い
に
し
え
の
時
代
の
ま
ま
に
文
字
を
も
た
な
い
や
ま
と
こ
と
ば
は
、
言
葉
も
意
味
も
素
朴
で
」
な

ど
と
補
足
し
て
訳
す
必
要
が
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
や
ま
と
こ
と
ば
と
漢
語
（
漢
文
）
の
対
立
的
構
造
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

し
か
し
、
現
代
の
注
釈
書
に
お
い
て
「
上
古
」
に
注
が
付
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、「
上
古
に
お
い
て
は
、
言
葉
も
そ
の

意
味
も
と
も
に
飾
り
気
が
な
く
」（『
新
編
古
典
文
学
全
集
』）
な
ど
と
逐
語
的
に
現
代
語
訳
さ
れ
て
い
（
（
（
る
。
だ
が
そ
れ
で
は
、
阿
礼

の
誦
習
し
た
帝
紀
・
旧
辞
が
上
古
の
ま
ま
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
序
文
が
述
べ
る
と
こ
ろ
と
齟
齬
が
生
じ
（
（
（
る
。

二
、『
古
事
記
』
と
口
承
文
芸

　

稗
田
阿
礼
が
「
誦
習
」
し
た
こ
と
ば
は
、「
上
古
之
時
」
の
ま
ま
の
や
ま
と
こ
と
ば
で
あ
っ
た
が
、「
誦
習
」
さ
れ
た
内
容
は
上
古

の
ま
ま
で
は
な
か
っ
た
。

　
『
古
事
記
』
序
文
に
記
さ
れ
た
天
武
天
皇
の
詔
に
よ
れ
ば
、
諸
家
に
伝
え
ら
れ
た
帝
紀
・
本
辞
（
旧
辞
）
に
は
虚
偽
が
多
い
。
そ
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こ
で
、
偽
り
を
削
り
、
真
実
を
定
め
て
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
稗
田
阿
礼
が
誦
習
し
た
帝
紀
・
旧
辞
は
、

天
武
朝
に
手
を
加
え
ら
れ
整
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
古
よ
り
云
伝
た
る
ま
ま
」（『
古
事
記
伝
』
巻
第
一
）
の
語
り
で
は
な
い
。

是
に
、
天
皇
の
詔
ひ
し
く
、「
朕
聞
く
、
諸
の
家
の
齎も

て
る
帝
紀
と
本
辞
と
、
既
に
正
実
に
違
ひ
、
多
く
虚
偽
を
加
へ
た
り
。

今
の
時
に
当
り
て
其
の
失
を
改
め
ず
は
、
幾
ば
く
の
年
も
経
ず
し
て
其
の
旨
滅
び
な
む
と
欲す

。
斯
れ
乃
ち
、
邦
家
の
経
緯
に
し

て
、
王
化
の
鴻
基
な
り
。
故
惟
み
れ
ば
、
帝
紀
を
撰
ひ
録
し
、
旧
辞
を
討た
ず

ね
竅
め
、
偽
を
削
り
実
を
定
め
て
、
後の
ち

葉の
よ

に
流つ
た

へ
む

と
欲
ふ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
時
に
舎
人
有
り
。
姓
は
稗
田
、
名
は
阿
礼
、
年
は
是
廿
八
。
為ひ
と
と
な
り人

聡と

く
明さ
と

く
し
て
、
目
を
度わ
た

れ
ば
口
に
誦
み
、
耳
に
払ふ

る
れ
ば
心
に
勒し
る

す
。
即
ち
、
阿
礼
に
勅
語
し
て
、
帝
皇
日
継
と
先
代
旧
辞
と
を
誦
み
習
は
し
め
た
ま

ひ
き
。
然
れ
ど
も
、
運と
き

移
り
世
異か
わ

り
て
、
未
だ
其
の
事
を
行
ひ
た
ま
は
ず
。�

（『
古
事
記
』
序
文
）

　

天
武
天
皇
の
詔
勅
が
実
現
さ
れ
な
い
ま
ま
に
時
が
流
れ
、
元
明
天
皇
は
、
正
し
い
帝
紀
・
旧
辞
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
太
安

万
侶
に
「
稗
田
阿
礼
が
誦
め
る
勅
語
の
旧
辞
を
撰
ひ
録
し
て
献た
て
ま
つ上
れ
」
と
命
じ
た
。

　

第
一
節
で
引
用
し
た
序
文
の
部
分
は
、
太
安
万
侶
が
帝
紀
・
旧
辞
の
撰
録
に
あ
た
っ
て
、
稗
田
阿
礼
が
誦
習
し
た
帝
紀
・
旧
辞
を

文
字
に
置
き
換
え
、
文
章
化
す
る
こ
と
の
難
し
さ
と
工
夫
を
述
べ
た
部
分
で
あ
る
。

　

稗
田
阿
礼
の
「
誦
習
」
に
つ
い
て
、
近
来
、
何
ら
か
の
原
資
料
を
「
誦
み
習
う
（
音
読
を
繰
り
返
す
）」
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が

多
（
（
（
い
。
し
か
し
、
太
安
万
侶
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
稗
田
阿
礼
が
「
誦
習
」
し
た
も
の
は
漢
文
の
文
章
で
は
な
い
。
拠
り
ど
こ
ろ
と
す

る
文
字
資
料
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、「
誦
習
」
は
漢
文
の
音
読
で
は
な
く
、
や
ま
と
こ
と
ば
（
口
頭
言
語
）
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
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も
の
で
、
口
承
文
芸
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
書
物
三
巻
分
の
長
大
な
誦
習
を
可
能
に
し
た
の
は
、
上
古
よ

り
つ
ち
か
わ
れ
て
き
た
口
承
文
芸
の
技
術
と
、
稗
田
阿
礼
自
身
の
能
力
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
太
安
万
侶
は
、
や
ま
と
こ
と
ば
を
漢
文
で
書
く
こ
と
は
難
し
い
（
上
古
之
時
、
言
意
並
朴
、
敷
文
構
句
、
於
字

即
難
）
と
述
べ
て
い
る
。『
古
事
記
』
序
文
の
よ
う
な
正
格
の
漢
文
に
用
い
ら
れ
る
語
彙
は
、
原
則
的
に
「
上
古
結
縄
」（『
易
経
』）

の
よ
う
に
、
四
書
五
経
や
史
書
な
ど
の
漢
籍
に
典
拠
を
持
つ
漢
語
で
あ
る
。
だ
が
、
や
ま
と
こ
と
ば
は
素
朴
で
あ
る
た
め
に
、
そ
う

し
た
漢
語
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
文
体
が
適
切
か
。
や
ま
と
こ
と
ば
を
漢
字
で
書
き
表
す
方
法
に
は
、
国
語
訓
を
用
い
る
方
法
（
訓
）
と
、

音
仮
名
を
用
い
る
方
法
（
音
）
が
あ
っ
た
。
す
べ
て
を
訓
字
で
書
く
の
で
は
、
や
ま
と
こ
と
ば
の
文
意
を
表
し
き
れ
な
い
（
已
因
訓

述
者
、
詞
不
逮
心
）。
そ
う
か
と
い
っ
て
す
べ
て
を
音
仮
名
で
つ
ら
ね
る
の
で
は
、
だ
ら
だ
ら
と
長
く
な
っ
て
し
ま
う
（
全
以
音
連

者
、
事
趣
更
長
）。
そ
こ
で
、
音
と
訓
と
交
ぜ
て
、
注
も
使
っ
て
書
き
上
げ
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

　

つ
ま
り
、『
古
事
記
』
本
文
は
「
漢
文
」
で
は
な
く
、
や
ま
と
こ
と
ば
の
「
訓
」
と
「
音
」
だ
け
を
背
負
っ
た
「
漢
字
文
」
で

あ
（
（
（
る
。
原
則
的
に
平
易
な
漢
字
が
使
用
さ
れ
、
音
仮
名
に
は
当
時
の
常
用
仮
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
古
事
記
』
序
文
や
『
日
本

書
紀
』
が
重
厚
な
漢
語
で
積
み
上
げ
ら
れ
た
漢
文
で
あ
る
の
と
は
、
対
照
的
な
身
軽
さ
で
あ
る
。

　
「
変
体
漢
文
」「
和
化
漢
文
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
『
古
事
記
』
本
文
の
文
体
は
、「
語
り
」
や
「
う
た
」
を
書
き
と
め
る
た
め
に
選

択
さ
れ
た
文
体
で
、
駢
儷
文
の
よ
う
に
逡
巡
す
る
こ
と
な
く
、
シ
ン
プ
ル
で
軽
や
か
で
あ
る
。

　

天あ
め
つ
ち地
初
め
て
発あ
ら
は
れ
し
時
に
、
高た
か
あ
ま
の
は
ら

天
原
に
成
り
し
神
の
名
は
、
天あ
め
の之
御み
な
か
ぬ
し
の

中
主
神か
み

。
次
に
、
高た
か

御み

産む

巣す

日ひ
の

神か
み

。
次
、
神か
む

産む

巣す
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七

日ひ
の
か
み神

。
此
の
三
柱
の
神
は
、
並
に
独
神
と
成
り
坐
し
て
、
身
を
隠
し
き
。
次
に
、
国
稚
く
浮
け
る
脂
の
如
く
し
て
、
く
ら
げ
な

す
た
だ
よ
へ
る
時
に
、
葦
牙
の
如
く
萌
え
騰
れ
る
物
に
因
り
て
成
り
し
神
の
名
は
、
宇う

摩ま

志し

阿あ

斯し

訶か

備び

比ひ

古こ

遅ぢ
の
か
み神

。
次
に
、
天あ
め

之の
と

常こ
た

立ち
の

神か
み

。
此
の
二
柱
の
神
も
亦
、
並
に
独
神
と
成
り
坐
し
て
、
身
を
隠
し
き
。

　
　

�　

天
地
初
発
之
時
、
於
高
天
原
成
神
名
、
天
之
御
中
主
神
。
訓
高
下
天
云
阿
麻
。
下
効
此
。
次
、
高
御
産
巣
日
神
。
次
、
神
産
巣

日
神
。
此
三
柱
神
者
、
並
独
神
成
坐
而
、
隠
身
也
。
次
、
国
稚
如
浮
脂
而
、
久
羅
下
那
州
多
陀
用
弊
流
之
時
、
流
字
以
上
十

字
以
音
。
如
葦
牙
因
萌
騰
之
物
而
成
神
名
、
宇
摩
志
阿
斯
訶
備
比
古
遅
神
。
此
神
名
以
音
。
次
、
天
之
常
立
神
。
訓
常
云
登
許
。
訓

立
云
多
知
。
此
二
柱
神
亦
、
並
独
神
成
坐
而
、
隠
身
也
。�

（『
古
事
記
』
上
巻
冒
頭
）

　

も
ち
ろ
ん
、
口
承
文
芸
特
有
の
音
声
表
現
や
言
い
回
し
を
、
そ
の
ま
ま
文
字
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
（
（
（
い
。
実
際
の
語
り
手
に
よ
る

物ナ
ラ
テ
イ
ブ

語
（
語
り
方
、
語
り
口
）
は
失
わ
れ
る
。
し
か
し
、
物ス
ト
ー
リ
ー語（

筋
書
、
内
容
）
に
つ
い
て
は
、
文
章
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

阿
礼
の
語
り
は
物ス
ト
ー
リ
ー語

性
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
伊い

耶ざ

那な

伎き

命
の
黄
泉
の
国
訪
問
。
速は
や

須す

佐さ

之の

男を

命
の
八や
ま

俣た
の

遠お

呂ろ

知ち

退

治
。
大
国
主
神
の
因
幡
の
白
兎
。『
古
事
記
』
の
神
話
や
伝
説
は
発
端
か
ら
結
末
ま
で
よ
ど
み
な
く
語
り
き
ら
れ
、
文
体
の
軽
や
か

さ
が
効
果
的
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
物ス
ト
ー
リ
ー語を
書
き
と
め
る
の
に
確
か
に
適
し
た
文
体
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

太
安
万
侶
が
元
明
天
皇
の
勅
命
か
ら
奏
上
ま
で
わ
ず
か
四
か
月
で
『
古
事
記
』
を
書
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
稗
田
阿
礼

が
「
誦
習
」
し
た
物ス
ト
ー
リ
ー語が
、
文
章
化
す
る
に
あ
た
っ
て
ほ
と
ん
ど
手
を
加
え
る
必
要
の
な
い
、
完
成
度
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら

と
推
測
さ
れ
る
。

　

序
文
に
よ
れ
ば
、
稗
田
阿
礼
は
天
武
朝
の
時
に
二
十
七
歳
。
約
三
十
年
後
の
元
明
朝
ま
で
存
命
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の



八

間
、
阿
礼
の
「
誦
習
」
は
「
誦
み
習
う
」
の
語
義
通
り
、
幾
度
と
な
く
聴
衆
の
前
で
繰
り
返
さ
れ
、
さ
ら
に
磨
か
れ
て
い
っ
た
も
の

と
思
（
（
（
う
。
短
命
の
時
代
で
あ
っ
た
た
め
、
太
安
万
侶
に
語
り
聞
か
せ
た
の
は
、
阿
礼
自
身
で
は
な
く
次
世
代
の
継
承
者
で
あ
っ
た
可

能
性
も
あ
る
。

　
『
古
事
記
』
編
纂
期
で
あ
る
天
武
朝
か
ら
元
明
朝
は
、
日
本
の
古
代
律
令
制
度
の
完
成
期
で
あ
る
。
飛
鳥
浄
御
原
令
、
大
宝
律
令

が
制
定
さ
れ
、
藤
原
京
に
続
い
て
平
城
京
が
造
営
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
『
萬
葉
集
』
の
時
代
区
分
の
第
二
期
に
あ
た
り
、
柿
本
人
麻

呂
が
活
躍
し
た
時
代
で
あ
る
。
人
麻
呂
は
、
天
武
朝
に
『
柿
本
人
麻
呂
歌
集
』
を
編
纂
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。『
柿
本
人
麻

呂
歌
集
』
の
文
字
表
記
は
、
略
体
歌
（
古
体
歌
）
か
ら
非
略
体
歌
（
新
体
歌
）
へ
の
変
遷
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
略
体
表
記
に
お
い

て
、
助
詞
や
助
動
詞
の
表
記
を
極
力
抑
え
、
歌
を
訓
で
記
す
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
非
略
体
表
記
は
助
詞
な
ど
の
付
属
語
の
仮

名
表
記
を
増
や
し
、
正
確
に
訓
み
下
せ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
訓
と
音
を
組
み
合
わ
せ
る
表
記
法
は
、『
古
事
記
』
本
文
の

表
記
法
と
一
致
し
て
い
る
。
人
麻
呂
や
太
安
万
侶
ら
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
記
載
文
学
の
黎
明
が
告
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
記
載
文
学
の
黎
明
が
、
た
だ
ち
に
口
承
文
芸
の
終
焉
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
記
載
文
学
の
流
行
は
ひ
と
に
ぎ
り
の

識
字
層
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
口
承
文
芸
は
、
歴
史
も
享
受
層
も
は
る
か
に
厚
い
。
歌
や
語
り
と
い
っ
た
口
承
文
芸
は
、
伝
統

に
の
っ
と
っ
た
儀
礼
や
神
事
の
場
だ
け
で
は
な
く
、
当
世
的
な
芸
能
や
娯
楽
と
し
て
も
幅
広
く
楽
し
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
道

路
の
整
備
や
新
京
の
造
営
に
よ
る
交
易
の
活
発
化
は
、
人
々
が
集
ま
る
機
会
や
場
を
提
供
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
古
事
記
』
編
纂

時
期
は
日
本
に
お
け
る
記
載
文
学
の
黎
明
期
で
あ
っ
た
が
、
口
承
文
芸
に
お
い
て
は
興
隆
期
、
成
熟
期
で
あ
っ
た
と
想
像
す
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
中
で
も
稗
田
阿
礼
が
誦
習
し
た
帝
紀
・
旧
辞
は
、
朝
廷
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
、
当
代
随
一
の
聡
明
な
舎
人
が
語
り
伝
え
た
、
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九

国
家
認
定
の
最
高
水
準
の
口
承
文
芸
で
あ
る
。

三
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
承　
―
Ｊ
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
英
雄
の
旅
―

　

神
話
学
者
ジ
ョ
ー
ゼ
フ
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
（
一
九
〇
四
～
一
九
八
七
）
は
、『
千
の
顔
を
持
つ
英
（
（
（
雄
（T

he H
ero w

ith a T
housand 

F
ace

）』（
一
九
四
九
）
の
中
で
、
世
界
中
の
神
話
伝
説
に
は
、
す
べ
て
に
共
通
す
る
原
型
（
モ
ノ
ミ
ス
、m

onom
yth

）
が
あ
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
英
雄
の
神
話
的
冒
険
が
た
ど
る
道
は
、
通
過
儀
礼
が
示
す
定
型
（
分
離
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
帰
還
）
を
拡

大
し
た
も
の
で
、
神
話
の
原
型
の
核
を
成
す
単
位
で
あ
る
と
い
う
。
一
つ
の
モ
ノ
ミ
ス
が
、
神
話
伝
説
に
お
け
る
物ス
ト
ー
リ
ー語の

一
つ
の
単

位
と
な
る
。

英
雄
は
ご
く
日
常
の
世
界
か
ら
、
自
然
を
超
越
し
た
不
思
議
の
領
域
（
Ｘ
）

へ
冒
険
に
出
る
。
そ
こ
で
は
途
方
も
な
い
力
に
出
会
い
、
決
定
的
な
勝
利
を

手
に
す
る
（
Ｙ
）。
そ
し
て
仲
間
（
Ｚ
）
に
恵
み
を
も
た
ら
す
力
を
手
に
、

こ
の
不
可
思
議
な
冒
険
か
ら
戻
っ
て
く
る
。

�

（『
千
の
顔
を
持
つ
英
雄
』
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

　
『
古
事
記
』
の
神
話
伝
説
も
こ
の
モ
ノ
ミ
ス
を
た
ど
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。



一
〇

　

伊い

耶ざ

那な

伎き

命
は
黄
泉
の
国
へ
出
か
け
（
Ｘ
）、
追
手
を
振
り
払
っ
て
脱
出
に
成
功
し
（
Ｙ
）、
禊み
そ
ぎを

し
て
三
人
の
貴
い
神
を
得
た

（
Ｚ
）。

　

速は
や

須す

佐さ

之の

男を

命
は
高
天
原
か
ら
地
上
に
追
放
さ
れ
（
Ｘ
）、
八や
ま

俣た
の

遠お

呂ろ

知ち

を
征
伐
し
（
Ｙ
）、
花
嫁
と
草く
さ

那な

芸ぎ
の

剣つ
る
ぎを

手
に
入
れ
、
草

那
芸
剣
を
高
天
原
の
天
照
大
御
神
に
献
上
し
た
（
Ｚ
）。

　
『
古
事
記
』
は
、
神
話
伝
説
の
合
間
に
系
譜
記
事
を
挿
入
す
る
と
い
う
編
成
で
、
モ
ノ
ミ
ス
ご
と
に
物ス
ト
ー
リ
ー語を

途
切
れ
ず
に
書
き
と

め
て
い
る
。
口
承
の
物ス
ト
ー
リ
ー語

を
保
持
す
る
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
の
巻
第
二
以
降
が
編
年
体
の
た
め

に
、
物
語
が
年
月
で
分
断
さ
れ
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

　
『
古
事
記
』
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
広
大
な
モ
ノ
ミ
ス
を
描
い
て
い
る
の
は
、
中
巻
景
行
天
皇
の
段
に
お
け
る
倭
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

建
命
譚
で
あ

る
。
大
和
国
か
ら
（
Ｘ
）
熊
曾
国
に
到
り
（
Ｙ
）
帰
還
す
る
（
Ｘ
）
西
征
と
、
大
和
国
（
Ｘ
）
か
ら
東
国
を
巡
り
（
Ｙ
）
帰
還
を
果

た
せ
ず
に
終
わ
っ
た
（
Ｚ
）
東
征
の
、
二
つ
の
モ
ノ
ミ
ス
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
倭
建
命
の
こ
の
二
つ
の
旅
に
よ
っ
て
大
和
朝
廷
の

全
国
平
定
が
実
現
し
、
倭
建
命
は
古
代
史
に
お
け
る
至
高
の
英
雄
で
あ
る
。

　

景
行
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
倭
建
命
の
名
は
「
小を
う
す碓
命
」、
亦
の
名
は
「
倭
や
ま
と

男を

具ぐ

那な

命
」
で
あ
っ
た
。『
古
事
記
』
景
行
天
皇
段
の
系

譜
記
事
に
記
さ
れ
た
小
碓
命
の
事
績
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

故
、
若
帯
日
子
命
（
成
務
天
皇
）
は
、
天
の
下
を
治
め
き
。
小
碓
命
は
、
東
西
の
荒
ぶ
る
神
と
伏し
た
がは
ぬ
人
等
を
平
げ
き
。

�

（『
古
事
記
』
中
巻
）
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一
一

　

景
行
天
皇
の
系
譜
記
事
の
後
に
兄
の
大
碓
命
の
短
い
挿
話
が
あ
り
、
そ
の
後
に
倭
建
命
の
旅
の
物
語
が
始
ま
る
。

　

景
行
天
皇
は
小
碓
命
に
、
朝
夕
の
食
膳
に
出
仕
し
な
い
兄
・
大
碓
命
を
「
ね
ぎ
し
教
へ
覚さ
と

せ
（
泥
疑
教
覚
）」
と
命
じ
た
。
天
皇

は
「
ね
ん
ご
ろ
に
教
え
諭
せ
」
と
命
令
し
た
の
だ
が
、
小
碓
命
は
聞
き
違
え
て
、「
ね
ん
ご
ろ
に
」
兄
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
天
皇

は
小
碓
命
の
「
建た
け

く
荒
き
情こ
こ
ろ（

建
荒
之
情
）」
を
恐
れ
て
、
西
方
の
熊く
ま

曾そ

建た
け
る

兄
弟
の
征
討
を
命
じ
た
。

　

小
碓
命
は
叔
母
・
倭
比
売
命
か
ら
御
衣
と
御
裳
と
剣
を
頂
戴
し
て
、
旅
立
っ
た
（
Ｘ
）。
小
碓
命
は
そ
の
衣
裳
を
着
て
童
女
の
姿

に
な
っ
て
兄
弟
に
近
づ
き
、熊
曾
建
兄
弟
を
討
っ
た
。
そ
の
時
に
、熊
曾
建
よ
り
、「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
」
の
名
が
献
上
さ
れ
た
（
Ｙ
）。

「
然
れ
ど
も
、
大
倭
国
に
、
吾
二
人
に
益
し
て
、
建
き
男
は
、
坐
し
け
り
。
是
を
以
て
、
吾
、
御
名
を
献
ら
む
。
今
よ
り
以の

後ち

は
、
倭
建
御
子
と
称い

ふ
べ
し
」�

（『
古
事
記
』
中
巻
）

　

倭
建
命
は
、
そ
の
後
、
出
雲
建
の
征
討
も
果
た
し
、
天
皇
に
復
命
申
し
上
げ
た
（
Ｚ
）。

　

こ
こ
で
倭
建
命
の
旅
は
完
了
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
父
の
拒
絶
に
よ
っ
て
、
も
う
一
つ
の
旅
が
始
ま
る
。

　

倭
建
命
は
景
行
天
皇
に
東
国
征
討
を
命
じ
ら
れ
、
叔
母
・
倭や
ま
と
ひ
め

比
売
命
の
前
で
泣
く
。「
父
は
私
に
休
む
間
も
与
え
ず
軍
勢
も
付
け

ず
に
征
討
に
行
け
と
い
う
。
私
に
、
死
ね
と
お
っ
し
ゃ
る
の
か
」。
倭
比
売
命
は
、
草
那
芸
剣
と
一
つ
の
嚢
を
授
け
た
。
倭
建
命
は

出
立
し
（
Ｘ
）、
尾
張
国
で
美み

や

ず

ひ

め

夜
受
比
売
に
出
会
い
、
東
征
を
果
た
し
た
ら
結
婚
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
相
模
国
で
、
国
造
の
謀

略
に
よ
っ
て
焼
き
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、
草
那
芸
剣
で
草
を
薙
ぎ
払
い
、
嚢
の
中
に
あ
っ
た
火
打
石
で
迎
え
火
を
焚
い
て
、
難

を
逃
れ
た
（
焼
津
の
火
難
）。
そ
の
後
走
水
の
海
の
渡
り
（
浦
賀
水
道
）
で
は
妻
の
弟
橘
比
売
の
犠
牲
に
よ
っ
て
窮
地
を
脱
し
、
常



一
二

陸
国
か
ら
甲
斐
国
に
至
り
、
火
焚
き
の
老
人
を
東
国
造
に
任
命
す
る
。
東
国
平
定
を
終
え
て
尾
張
国
に
戻
り
、
美
夜
受
比
売
と
の
結

婚
を
果
た
す
（
Ｙ
）。
美
夜
受
比
売
の
も
と
に
草
薙
剣
を
お
い
て
帰
途
に
つ
く
が
、
伊
吹
山
の
神
の
怒
り
に
あ
い
、
故
郷
に
生
き
て

た
ど
り
着
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（
Ｚ
）。

　

倭
建
命
譚
は
、
西
征
と
東
征
の
二
つ
の
モ
ノ
ミ
ス
が
8
の
字
を
描
く
よ
う
に
連
結
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
つ
目
の
旅
は
単
純

な
続
編
で
は
な
い
。
一
つ
目
の
父
の
命
令
が
、
二
つ
目
の
旅
の
命
令
で
は
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
と
な
る
。
倭
建
命
の
嘆
き
も
深
ま

り
、
終
盤
の
国く
に

偲し
の
ひ

歌う
た

の
場
面
へ
と
盛
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
。
巧
妙
な
物
語
構
成
が
お
こ
な
わ
れ
、
二
つ
の
旅
が
一
つ
の
壮
大
な
物

語
と
し
て
編
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
物
語
は
、
天
武
朝
よ
り
は
る
か
前
か
ら
語
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
名
が
示
す
通
り
、

大
和
の
勇
者
た
ち
の
象
徴
的
存
在
で
あ
る
。
現
実
の
勇
者
た
ち
の
事
績
は
い
つ
の
間
に
か
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
名
の
も
と
に
一
人
の
英

雄
皇
子
の
伝
説
と
し
て
集
約
さ
れ
、
繰
り
返
し
語
ら
れ
る
う
ち
に
、
歴
史
物
語
と
し
て
壮
大
に
成
長
し
、
洗
練
さ
れ
て
い
っ
た
も
の

と
思
う
。

四
、
倭
建
命
の
英
雄
の
旅　
―
Ｃ
．
ボ
グ
ラ
ー
の
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
―

　

キ
ャ
ン
ベ
ル
の
『
千
の
顔
を
持
つ
英
雄
』
に
お
け
る
研
究
成
果
は
、
神
話
学
よ
り
も
む
し
ろ
、
物
語
論
や
、
映
画
や
小
説
な
ど
の

分
野
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
。
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一
三

　

ア
メ
リ
カ
の
映
画
製
作
者
ジ
ョ
ー
ジ
・
ル
ー
カ
ス
が
、「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」
初
期
三
部
作
（
一
九
七
七
～
一
九
八
三
）
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
『
千
の
顔
を
持
つ
英
雄
』
を
参
考
に
し
て
製
作
し
た
の
は
有
名
な
話
で
あ
る
。
世
界
中
の
神
話
を
分
析
し
て
得
ら
れ
た

法
則
を
現
代
の
創
作
に
応
用
し
て
、
不
滅
の
Ｓ
Ｆ
神
話
を
創
造
し
た
の
で
あ
る
。

　

キ
ャ
ン
ベ
ル
は
『
千
の
顔
を
持
つ
英
雄
』
第
一
部
「
英
雄
の
旅
」
に
お
い
て
、
神
話
伝
説
の
英
雄
（
ヒ
ー
ロ
ー
）
が
辿
る
旅
の
過

程
を
、
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
が
述
べ
る
死
と
再
生
（
通
過
儀
礼
）
の
過
程
に
沿
っ
て
、
次
の
三
章
に
分
け
た
。

　
　

第
一
章　

分
離

　
　

第
二
章　

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　

第
三
章　

帰
還

　

前
述
の
モ
ノ
ミ
ス
の
Ｘ
が
「
分
離
」、
Ｙ
が
「
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」、
Ｚ
が
「
帰
還
」
に
該
当
す
る
。
こ
の
三
章
は
さ
ら
に
十
七

の
場
面
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
心
理
学
的
な
分
析
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。

　

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ボ
グ
ラ
ー
（
一
九
四
九
～
）
は
、
キ
ャ
ン
ベ

ル
の
研
究
成
果
に
も
と
づ
い
て
ス
ト
ー
リ
ー
製
作
の
理
論
を
構
築
し
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
『
美
女
と
野
獣
』（
一
九
九
一
）、『
ラ
イ

オ
ン
・
キ
ン
グ
』（
一
九
九
四
）
な
ど
の
ス
ト
ー
リ
ー
開
発
に
関
わ
り
、
後
進
を
育
て
て
き
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
『
神
話
の
法
（
（
（
則

（T
he W

riter’s Journey: M
ythic Structure for W

riters

）』
を
執
筆
し
、
脚
本
や
小
説
な
ど
の
ス
ト
ー
リ
ー
製
作
の
た
め
の
実
用

書
、
指
南
書
と
し
て
広
く
読
ま
れ
、
活
用
さ
れ
て
い
る
。



一
四

　

ボ
グ
ラ
ー
は
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
『
千
の
顔
を
持
つ
英
雄
』
に
お
け
る
三
章
十
七
場
面
の
「
英
雄
の
旅
」
を
少
し
修
正
し
、
三
幕
12
ス

テ
ー
ジ
の
「
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
を
考
案
し
（
（（
（
た
。『
神
話
の
法
則
』
に
お
い
て
、「
お
そ
ら
く
、『
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
・
ジ
ャ
ー

ニ
ー
』
の
尽
き
る
こ
と
の
な
い
可
能
性
を
探
求
す
る
最
善
の
方
法
は
、
数
々
の
物
語
や
映
画
に
そ
れ
を
適
用
す
る
こ
と
で
あ
る
」

（
序
文
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、『
古
事
記
』
倭
建
命
譚
は
二
つ
の
モ
ノ
ミ
ス
か
ら
な
る
旅
で
あ
る
が
、
ボ
グ
ラ
ー
の
「
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
・
ジ
ャ
ー

ニ
ー
」
に
あ
て
は
め
る
と
、
冒
頭
か
ら
終
焉
ま
で
を
一
つ
の
旅
と
し
て
12
の
ス
テ
ー
ジ
通
り
の
進
行
と
な
る
（
一
五
頁
〈
表
〉
参

照
）。

　

第
一
幕
「
出
立
、
離
別
」
の
ス
テ
ー
ジ
1
「
日
常
の
世
界
」
は
、
景
行
天
皇
の
宮
廷
の
日
常
か
ら
始
ま
る
。
そ
こ
で
、
倭
建
命
は

父
の
命
令
を
聞
き
間
違
え
て
、
兄
を
惨
殺
し
て
し
ま
う
。
ス
テ
ー
ジ
2
「
冒
険
へ
の
誘
い
」
で
は
、
景
行
天
皇
は
倭
建
命
の
凶
暴
さ

を
恐
れ
て
、
熊
曾
建
討
伐
を
命
じ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
の
日
本
武
尊
譚
に
『
古
事
記
』
の
ス
テ
ー
ジ
1
の
日
常
の
場
面
は
な
い
。
日
本
武
尊
は
、
父
・
景
行
天
皇
の
信
頼

を
受
け
て
、
熊
襲
武
征
伐
を
命
じ
ら
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
日
本
武
尊
は
、
非
の
打
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
英
雄
皇
子
と
し
て

描
か
れ
て
い
（
（（
（
る
。

　

ボ
グ
ラ
ー
は
、
主
人
公
（
ヒ
ー
ロ
ー
）
の
劇
中
の
役
割
と
し
て
、
第
一
に
「
観
客
と
の
一
体
感
」
を
述
べ
て
い
る
。

　

ヒ
ー
ロ
ー
の
劇
中
で
の
役
割
と
は
、
観
客
に
ヒ
ー
ロ
ー
の
視
点
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
話
を
聞
い
た
り
、
演
劇
や
映
画
を

見
た
り
し
て
い
る
人
々
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
初
期
段
階
で
ヒ
ー
ロ
ー
に
共
感
し
、
ヒ
ー
ロ
ー
の
視
点
を
通
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
に
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一
五

〈
表
〉
ボ
グ
ラ
ー
の
「
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
と
『
古
事
記
』
倭
建
命
譚

ヒ
ー
ロ
ー
ズ
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
（『
神
話
の
法
則
』）

『
古
事
記
』
倭
建
命
譚

第一幕　出立、離別

ス
テ
ー
ジ
１

日
常
の
世
界

宮
廷
の
食
膳
、
兄
の
惨
殺

ス
テ
ー
ジ
２

冒
険
へ
の
誘
い

父
の
命
令

ス
テ
ー
ジ
３

冒
険
へ
の
拒
絶

叔
母
の
も
と
に
行
く

ス
テ
ー
ジ
４

賢
者
と
の
出
会
い

叔
母
の
援
助

ス
テ
ー
ジ
５

第
一
関
門
突
破

西
国
へ
出
立

第二幕　試練、通過儀礼

ス
テ
ー
ジ
６

試
練
、
仲
間
、
敵
対
者

熊
曾
建
と
出
雲
建
と
の
挌
闘
、
復
命

ス
テ
ー
ジ
７

最
も
危
険
な
場
所
へ
の
接
近

父
の
命
令
、
叔
母
の
援
助
、
東
国
へ
出
立

ス
テ
ー
ジ
８

最
大
の
試
練

焼
津
の
火
難
、
走
水
の
神
の
妨
害

ス
テ
ー
ジ
９

報
酬

美
夜
受
比
売
と
の
結
婚

第三幕　帰還

ス
テ
ー
ジ
10

帰
路

伊
吹
山
の
神
の
怒
り

ス
テ
ー
ジ
11

復
活
（
悲
劇
の
場
合
は
主
人
公
の
死
）

望
郷
の
歌
、
死

ス
テ
ー
ジ
12

宝
を
持
っ
て
帰
還

全
国
平
定
の
功
績
、
御
陵
の
造
営



一
六

描
か
れ
て
い
る
世
界
を
見
る
こ
と
で
ス
ト
ー
リ
ー
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
。
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
は
、
ヒ
ー
ロ
ー
に
様
々
な
性

質
の
組
み
合
わ
せ
や
普
遍
的
で
個
性
的
な
特
徴
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
性
格
付
け
を
す
る
こ
と
で
、
聴
衆
を
引
き
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。�

（『
神
話
の
法
則
』
第
１
章
マ
ッ
プ
３
）

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ー
ン
で
は
、
観
客
と
ヒ
ー
ロ
ー
の
間
に
一
体
感
、
つ
ま
り
共
通
点
が
あ
る
と
い
う
感
覚
を
創
出
す
べ
き
で

あ
る
。�

（
同
、
第
２
章
ス
テ
ー
ジ
１
）

　
『
古
事
記
』
の
倭
建
命
は
、
ス
テ
ー
ジ
１
・
２
に
お
い
て
、
欠
点
の
あ
る
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
父
の
命
令
を
聞

き
違
え
る
と
い
う
失
敗
を
犯
し
、
父
に
疎
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
読
者
（
聴
衆
）
は
、
倭
建
命
の
暴
力
性
に
度
肝
を
抜
か
れ
な
が
ら

も
、
父
に
愛
さ
れ
な
い
皇
子
に
同
情
や
共
感
を
覚
え
る
こ
と
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
。
ボ
グ
ラ
ー
の
指
南
通
り
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
あ
る
。

　

ス
テ
ー
ジ
３
「
冒
険
へ
の
拒
絶
」
と
ス
テ
ー
ジ
４
「
賢
者
と
の
出
会
い
」
は
、
倭
建
命
が
、
叔
母
の
倭
比
売
命
か
ら
衣
裳
と
剣
を

授
け
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。

此
の
時
に
当
り
て
、
其
の
御
髪
を
額
に
結
ひ
き
。
爾
く
し
て
、
小
碓
命
、
其
の
姨
倭
比
売
命
の
御
衣
・
御
裳
を
給
は
り
て
、
剣

を
御
懐
に
納
れ
て
、
幸い
で
ま行
し
き
。�

（『
古
事
記
』
中
巻
）

　

後
半
の
東
征
の
出
立
時
に
、
倭
建
命
が
伊
勢
神
宮
に
参
り
倭
比
売
の
も
と
で
泣
い
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
た
め
、
西
征
出
立
時
に



『古事記』の語りの技術──倭建命のヒーローズ・ジャーニー──

一
七

も
倭
建
命
が
わ
ざ
わ
ざ
伊
勢
神
宮
に
出
向
い
た
こ
と
、
倭
比
売
が
倭
建
命
の
相
談
相
手
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
倭
建
命
譚
に

お
い
て
、
倭
比
売
は
メ
ン
タ
ー
（
賢
者
）
と
呼
ば
れ
る
存
在
で
あ
（
（（
（
る
。
ボ
グ
ラ
ー
は
、「
メ
ン
タ
ー
は
、
ヒ
ー
ロ
ー
の
た
め
に
守
護

し
、
導
き
、
教
え
、
試
練
を
与
え
、
訓
練
し
、
魔
法
の
価
値
あ
る
贈
り
物
を
与
え
る
と
い
っ
た
多
く
の
こ
と
を
実
行
す
る
人
物
で
あ

る
」（『
神
話
の
法
則
』
第
２
章
ス
テ
ー
ジ
４
）
と
述
べ
て
い
る
。
倭
比
売
は
、
倭
建
命
の
西
征
の
旅
で
も
東
征
の
旅
で
も
、
倭
建
命

の
使
命
の
達
成
に
役
立
つ
贈
り
物
を
授
け
て
い
る
。

　

第
二
幕
「
試
練
、
通
過
儀
礼
」
は
、
前
半
が
西
征
、
後
半
が
東
征
に
お
け
る
冒
険
で
、
変
化
に
富
ん
だ
い
く
つ
も
の
山
場
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。

　

一
五
頁
の
〈
表
〉
の
通
り
、
ス
テ
ー
ジ
５
「
第
一
関
門
突
破
」
で
は
西
国
へ
出
立
し
、
熊
曾
建
の
宴
会
に
侵
入
す
る
。
ス
テ
ー
ジ

６
「
試
練
、
仲
間
、
敵
対
者
」
は
熊
曾
建
と
出
雲
建
と
の
挌
闘
と
勝
利
の
場
面
で
あ
る
。
倭
建
命
は
智
慧
と
勇
気
で
や
す
や
す
と
朝

廷
に
ま
つ
ろ
わ
ぬ
者
た
ち
の
征
伐
を
遂
げ
る
。
ス
テ
ー
ジ
７
「
最
も
危
険
な
場
所
へ
の
接
近
」
で
は
父
の
命
令
に
よ
り
東
国
へ
出
立

す
る
こ
と
に
な
り
、
叔
母
の
援
助
を
受
け
る
。
ス
テ
ー
ジ
８
「
最
大
の
試
練
」
で
は
、
焼
津
と
走
水
の
海
で
命
の
危
機
が
迫
る
が
、

倭
比
売
命
の
贈
り
物
と
、
弟
橘
比
売
命
の
自
己
犠
牲
に
よ
っ
て
旅
の
最
大
の
困
難
を
乗
り
越
え
た
。
ボ
グ
ラ
ー
は
、
ス
テ
ー
ジ
８
は

ク
ラ
イ
シ
ス
（
重
大
局
面
）
で
あ
っ
て
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

東
国
の
蝦
夷
や
荒
ぶ
る
神
々
を
平
ら
げ
て
足
柄
の
坂
に
登
り
立
っ
た
倭
建
命
は
、
弟
橘
比
売
命
を
思
っ
て
三
た
び
嘆
き
、「
あ
づ

ま
は
や
（
我
が
妻
よ
、
あ
あ
）」
と
言
っ
た
。
そ
れ
で
、
そ
の
国
を
「
あ
づ
ま
」
と
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
。
倭
建
命
譚
の
中
の
恋

愛
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　

ス
テ
ー
ジ
９
「
報
酬
」
で
は
、
東
国
平
定
を
完
遂
し
た
倭
建
命
が
、
尾
張
国
の
美
夜
受
比
売
の
も
と
に
戻
り
、
約
束
を
し
て
い
た



一
八

結
婚
を
は
た
す
。
八
岐
大
蛇
神
話
の
よ
う
に
、
英
雄
の
成
功
報
酬
は
花
嫁
で
あ
る
場
合
が
多
い
。

　

第
三
幕
「
帰
還
」
で
は
、
倭
建
命
は
美
夜
受
比
売
の
も
と
に
草
薙
剣
を
置
い
て
別
れ
、
帰
路
に
つ
く
。

　

ス
テ
ー
ジ
10
「
帰
路
」
で
、
倭
建
命
は
伊
吹
山
の
神
で
あ
る
大
き
な
白
猪
に
出
会
っ
た
が
、「
神
の
使
い
」
と
間
違
っ
た
言
挙
げ

を
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
に
神
の
怒
り
に
会
い
、
大
氷
雨
に
打
た
れ
て
前
後
不
覚
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
第
一
幕
の
ス
テ
ー
ジ
１
で

は
「
聞
き
間
違
い
」
を
し
た
が
、
こ
こ
で
は
「
言
い
間
違
い
」
を
す
る
。
早
と
ち
り
は
倭
建
命
の
致
命
的
な
欠
点
で
あ
っ
た
。
倭
建

命
は
神
の
怒
り
に
よ
る
氷
雨
に
打
た
れ
、
衰
弱
し
て
歩
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
ま
ま
、
故
郷
を
目
指
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
11
は
「
復
活
」
で
あ
る
が
、
主
人
公
の
死
で
あ
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
。
ボ
グ
ラ
ー
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

い
ま
ヒ
ー
ロ
ー
と
と
も
に
ラ
イ
タ
ー
は
、
最
も
技
巧
に
と
ん
だ
、
最
も
挑
戦
し
が
い
の
あ
る
段
階
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。

観
客
に
完
結
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
だ
と
感
じ
さ
せ
る
に
は
、
ヒ
ー
ロ
ー
が
死
と
再
生
の
も
う
一
つ
の
瞬
間
を
経
験
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
瞬
間
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ
、
最
後
に
し
て
最
も
危
険
な
死
と
遭
遇
す
る
場
面
だ
。

　

ヒ
ー
ロ
ー
は
、
オ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
に
帰
還
す
る
前
に
、
最
後
の
浄
め
と
浄
化
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

�

（『
神
話
の
法
則
』
第
２
章
ス
テ
ー
ジ
11
）

　

ボ
グ
ラ
ー
の
指
南
の
通
り
に
、
倭
建
命
譚
は
ス
テ
ー
ジ
11
に
お
い
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
さ
し
か
か
る
。
瀕
死
の
倭
建
命
は
ひ
た

す
ら
故
郷
を
目
指
し
て
進
み
、
能の

煩ぼ

野の

に
到
っ
た
時
に
、
倭
建
命
は
国
思し
の

ひ
歌
を
歌
う
。
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一
九

　
　

倭や
ま
とは　

国
の
真ま

秀ほ

ろ
ば　

た
た
な
づ
く　

青
垣　

山
籠ご
も

れ
る　

倭
し
麗う
る
はし

又
、
歌
ひ
て
曰
は
く
、

　
　

命
の　

全ま
た

け
む
人
は　

畳た
た
み
こ
も薦　

平へ
ぐ
り群

の
山
の　

熊く
ま

白か

檮し

が
葉
を　

髻う

華ず

に
挿
せ　

そ
の
子

此
の
歌
は
、
思く
に

国し
の
ひ
う
た

歌
ぞ
。
又
、
歌
ひ
て
曰
は
く
、

　
　

愛は

し
け
や
し　

我わ
ぎ
へ家

の
方
よ　

雲
居
立
ち
来く

も

此
は
、
片
歌
ぞ
。
こ
の
時
に
、
御
病
、
甚い
と

急に
は

か
な
り
。
爾
く
し
て
、
御
歌
に
曰
は
く
、

　
　

嬢を
と
め子

の　

床
の
辺
に　

我
が
置
き
し　

剣つ
る
ぎの

大た

刀ち　

そ
の
大
刀
は
や

歌
ひ
竟
り
て
、
即
ち
崩さ

り
ま
し
き
。
爾
く
し
て
、
駅
は
ゆ
ま
の
つ
か
ひ

使
を
貢た
て

上ま
つ

り
き
。�

（『
古
事
記
』
中
巻
）

　

歌
い
終
わ
る
や
、
倭
建
命
は
亡
く
な
っ
た
。
ボ
グ
ラ
ー
は
、「
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
の
ヒ
ー
ロ
ー
は
死
と
の
攻
防
を
乗
り
越
え

て
、
復
活
を
果
た
す
」、
し
か
し
、「
何
人
か
の
悲
劇
の
ヒ
ー
ロ
ー
は
実
際
に
こ
の
時
点
で
死
に
至
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
破
滅
型
、
も
し
く
は
悲
劇
の
ヒ
ー
ロ
ー
は
自
ら
の
命
を
分
け
与
え
た
生
存
者
の
記
憶
の

中
に
生
き
続
け
る
と
い
う
意
味
で
リ
シ
ュ
ア
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
復
活
）
を
果
た
す
。
観
客
も
生
き
残
り
、
悲
劇
の
ヒ
ー
ロ
ー
が
教

え
て
く
れ
た
教
訓
を
記
憶
に
と
ど
め
る
。�

（『
神
話
の
法
則
』
第
２
章
ス
テ
ー
ジ
11
）

　

最
後
の
ス
テ
ー
ジ
12
「
宝
を
持
っ
て
の
帰
還
」
で
は
、
主
人
公
は
自
分
の
属
す
る
共
同
体
に
、
ま
た
は
観
客
と
分
か
ち
合
う
た
め



二
〇

の
エ
リ
ク
サ
ー
（
宝
）
を
持
ち
帰
り
、
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
は
完
結
す
る
。
倭
建
命
譚
で
は
、
全
国
平
定
の
功
績
と
二
つ
の

御
陵
の
造
営
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

倭
建
命
崩
御
の
報
せ
を
聞
い
た
后
た
ち
と
御
子
た
ち
は
、
能
煩
野
に
下
っ
て
来
て
、
御
陵
を
作
り
、
這
い
ま
わ
っ
て
泣
き
悲
し

み
、
歌
を
う
た
っ
た
。
す
る
と
、
倭
建
命
は
大
き
な
白
千
鳥
に
化
し
て
天
に
飛
び
上
が
り
、
浜
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
行
っ
た
。
后
た

ち
と
御
子
た
ち
は
、
篠
で
足
を
切
り
傷
つ
け
な
が
ら
泣
い
て
追
い
か
け
、
歌
を
う
た
っ
た
。
白
千
鳥
は
河
内
国
の
志
機
に
留
ま
っ
た

の
で
そ
の
地
に
も
御
陵
を
作
り
、
白
鳥
御
陵
と
名
付
け
た
。
し
か
し
ま
た
、
鳥
は
そ
の
地
か
ら
ま
た
天
高
く
飛
び
立
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
倭
建
命
と
と
も
に
旅
を
し
て
き
た
読
者
（
聴
衆
）
は
、
后
や
御
子
た
ち
と
と
も
に
、
空
に
羽
ば
た
い
て
い
く
白
い
鳥
を

追
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
リ
シ
ュ
ア
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
復
活
）
と
し
て
、
孤
高
の
英
雄
・
倭
建
命
は
人
々
の
心
に
刻
ま
れ
た

の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
古
事
記
』
倭
建
命
譚
は
ボ
グ
ラ
ー
の
「
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
通
り
に
進
行
し
た
。
挿
入
歌
の
数
々

は
終
盤
に
集
中
し
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
盛
り
上
げ
る
。
倭
建
命
譚
が
口
承
文
芸
の
大
作
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ボ
グ
ラ
ー
は
、「
あ
る
種
の
映
画
は
驚
く
べ
き
興
行
的
成
功
や
、
そ
の
印
象
深
い
内
容
に
よ
っ
て
文
化
的
シ
ー
ン
に
定
着
す
る
」

と
述
べ
、『
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
』『
未
知
と
の
遭
遇
』『
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
』
な
ど
の
映
画
史
に
残
る
名
作
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
う
し
た
魅
力
的
な
映
画
は
、
本
当
に
多
く
の
観
客
の
共
感
を
得
る
よ
う
な
何
か
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ

は
普
遍
的
な
感
情
を
表
現
し
、
誰
も
が
抱
く
願
望
を
満
た
す
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。�

（『
神
話
の
法
則
』
エ
ピ
ロ
ー
グ
）
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二
一

　
『
古
事
記
』
の
倭
建
命
は
、
早
と
ち
り
で
暴
力
的
と
い
う
欠
点
が
あ
り
、
そ
の
欠
点
ゆ
え
に
父
に
疎
ま
れ
る
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
る
。

英
雄
皇
子
の
全
国
平
定
と
い
う
壮
大
な
ス
ペ
ク
タ
ル
で
あ
り
な
が
ら
、
愛
情
に
飢
え
、
帰
郷
を
果
た
せ
ず
に
命
尽
き
た
悲
し
い
皇
子

の
物
語
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。『
日
本
書
紀
』
の
日
本
武
尊
譚
は
、
父
に
愛
さ
れ
る
模
範
的
な
英
雄
皇
子
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

が
、『
古
事
記
』
倭
建
命
譚
の
方
が
圧
倒
的
に
人
気
が
あ
る
の
は
、
ボ
グ
ラ
ー
の
い
う
「
普
遍
的
な
感
情
」
が
表
現
さ
れ
、
多
く
の

観
客
（
聴
衆
・
読
者
）
の
共
感
を
得
る
何
か
を
表
現
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
『
古
事
記
』
の
倭
建
命
譚
は
、
驚
く
ほ
ど
ボ
グ
ラ
ー
の
ス
ト
ー
リ
ー
製
作
理
論
に
か
な
っ
て
い
る
。
起
伏
に
富
ん
だ
ス
ト
ー
リ
ー

構
成
、
よ
く
練
ら
れ
た
人
物
造
型
な
ど
、
現
代
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
の
高
い
商
業
的
作
品
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
。
そ
れ
は
、

『
古
事
記
』
の
原
拠
と
な
っ
た
「
語
り
」
が
芸
能
的
要
素
を
多
分
に
含
ん
で
い
た
こ
と
や
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
頃
の
口
承

文
芸
の
技
術
水
準
の
高
さ
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

五
、
結
び

　
『
萬
葉
集
』
に
次
の
歌
が
あ
る
。

　
　

天
皇
の
、
志し

斐ひ

の
嫗お
み
なに
賜
ひ
し
御
歌
一
首

否い
な

と
言
へ
ど
強し

ふ
る
志
斐
の
が
強
ひ
語
り
こ
の
こ
ろ
聞
か
ず
て
朕あ
れ

恋
ひ
に
け
り

　
　

志
斐
の
嫗
の
和
し
奉
り
し
歌
一
首　
嫗
、
名
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず



二
二

否
と
言
へ
ど
語
れ
語
れ
と
詔
ら
せ
こ
そ
志
斐
い
は
奏ま
を

せ
強
ひ
語
り
と
言
ふ

�

（
巻
第
三
、
雑
歌
、
二
三
六
・
二
三
七
）

　
『
萬
葉
集
』
巻
第
三
の
配
列
か
ら
み
る
と
、「
天
皇
」
は
天
武
か
文
武
か
持
統
で
あ
る
。
天
皇
が
、
志
斐
の
嫗
が
強
い
て
聞
か
せ
る

語
り
（
し
ひ
語
り
）
を
こ
の
ご
ろ
聞
か
な
い
の
で
聞
き
た
く
な
っ
た
よ
と
言
い
、
嫗
は
、
語
れ
語
れ
と
仰
せ
に
な
る
か
ら
語
り
申
し

上
げ
て
い
る
の
に
、
強
ひ
語
り
と
言
う
の
で
す
か
、
と
答
え
た
。

　

こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
天
武
朝
か
ら
持
統
朝
は
ま
さ
に
稗
田
阿
礼
が
宮
廷
に
仕
え
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
こ
の
二
首
は
宮
中
で
「
語

り
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
歌
の
老
語
り
部
は
天
皇
と
軽
口
が
叩
き
合
え
る
よ
う
な
関
係
で
、
嫗
の
語

り
は
演
芸
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

日
本
に
漢
字
漢
文
が
伝
来
し
て
以
来
数
百
年
の
間
、
口
頭
語
の
や
ま
と
こ
と
ば
の
世
界
と
、
外
来
語
で
あ
る
漢
字
漢
文
の
文
章
語

の
世
界
が
交
わ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
が
、
徐
々
に
識
字
層
が
広
が
り
、
漢
詩
文
の
造
詣
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
歌
や
語
り
の
口
承

文
芸
も
文
学
的
に
洗
練
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

奈
良
時
代
初
頭
は
、口
頭
伝
承
を
記
録
す
る
こ
と
が
政
策
と
し
て
積
極
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
和
銅
四
年
（
七
一
一
）

の
『
古
事
記
』
撰
録
の
詔
の
後
、
和
銅
六
年
に
、
い
わ
ゆ
る
『
風
土
記
』
撰
進
の
詔
が
発
布
さ
れ
、
地
名
の
起
源
や
古
老
の
伝
承
を

記
録
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
。

　

五
月
甲
子
、
畿
内
と
七
道
と
の
諸
国
の
郡
・
郷
の
名
は
、
好
き
字
を
着
け
し
む
。
そ
の
郡
の
内
に
生な

れ
る
、
銀
・
銅
・
彩
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二
三

色
・
草
・
木
・
禽
・
獣
・
魚
・
虫
等
の
物
は
、
具つ
ぶ
さに

色
目
を
録
し
、
土
地
の
沃
塉
、
山
川
原
野
の
名
号
の
所
由
、
ま
た
、
古
老

の
相
伝
ふ
る
旧
聞
・
異
事
は
、
史
籍
に
載
し
て
言
上
せ
し
む
。�

（『
続
日
本
紀
』
巻
第
六
、
和
銅
六
年
五
月
二
日
）

　
『
風
土
記
』
の
古
伝
承
が
、
歌
謡
以
外
は
ほ
と
ん
ど
漢
文
体
で
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
古
事
記
』
は
も
と
の
語
り
を
写
し

と
る
た
め
の
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
。『
古
事
記
』
が
豊
か
な
口
承
文
芸
の
時
代
を
最
も
よ
く
伝
え
る
書
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

が
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
『
古
事
記
』『
風
土
記
』
撰
進
の
約
百
年
後
、
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
に
、『
古
語
拾
遺
』
が
撰
進
さ
れ
た
。
序
文
に
お
い
て
、
文

字
の
な
か
っ
た
上
古
の
世
と
、
現
代
の
書
契
（
文
字
）
の
世
を
比
較
し
、
口
承
文
芸
の
衰
退
を
嘆
い
て
い
る
。

　

蓋
し
聞
け
ら
く
、「
上
古
の
世
に
、
未
だ
文
字
有
ら
ざ
る
と
き
に
、
貴
賤
老
少
、
口
々
に
相
伝
へ
、
前
言
往
行
、
存
し
て
忘

れ
ず
」
と
き
け
り
。
書
契
よ
り
以こ
の
か
た来
、
古
い
に
し
へを
談か
た

る
こ
と
を
好
ま
ず
。
浮
華
競
ひ
興
り
て
、
還ま
た

旧
老
を
嗤
ふ
。
遂
に
人
を
し
て
世

を
歴
て
弥
い
よ
い
よ

新あ
ら
たに
、
事
を
し
て
代
を
逐
ひ
て
変
改
せ
し
む
。
顧
み
て
故
実
を
問
ふ
に
、
根
源
を
識
る
こ
と
靡な

し
。

�

（『
古
語
拾
遺
』
序
）

　

弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
に
『
日
本
書
紀
』
の
講
書
が
始
め
ら
れ
（
（（
（
た
。
日
本
の
歴
史
が
漢
文
の
世
界
に
完
全
に
組
み
込
ま
れ
、
稗
田

阿
礼
が
帝
紀
・
旧
辞
を
誦
習
し
た
の
は
ま
さ
に
「
上
古
結
縄
」
の
時
代
の
出
来
事
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
漢
風
賛
美
の
趨
勢
の
中



二
四

で
、
斎
部
広
成
は
、
歴
史
も
口
誦
で
語
り
伝
え
た
と
い
う
時
代
を
懐
古
し
て
い
る
。
日
本
語
史
に
お
い
て
、
奈
良
時
代
末
期
か
ら
平

安
時
代
初
期
は
激
動
の
時
代
で
あ
る
。
そ
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
あ
ま
り
に
も
早
く
失
わ
れ
て
い
く
も
の
を
惜
し
み
、
嘆
い
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

　

注
（
１
）『
古
事
記
』
本
文
及
び
読
み
下
し
文
は
、
山
口
佳
紀
・
神
野
志
隆
光
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
１�

古
事
記
』（
小
学
館
、

一
九
九
七
年
）
を
用
い
る
。

（
２
）「
し
か
し
な
が
ら
上
古
に
お
い
て
は
、
こ
と
ば
も
そ
の
内
容
も
と
も
に
素
朴
で
」（
次
田
真
幸
『
古
事
記
（
上
）』、
講
談
社
学
術
文

庫
、
一
九
七
七
年
）
な
ど
。

（
３
）
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
は
、
稗
田
阿
礼
の
語
り
が
非
常
に
古
い
も
の
で
、
そ
れ
故
に
貴
い
と
述
べ
て
い
る
。「
上
古
（
結
縄
）」
と

い
う
漢
語
の
含
意
が
汲
み
取
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
や
ま
と
こ
と
ば
―
漢
文
と
い
う
対
比
で
は
な
く
、「
上
ツ
代
」
―
「
当ソ
ノ
カ
ミ時

」
と
い

う
時
間
的
な
対
比
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。「
上
古
ノ
之
時
云
々
、
此
文
を
以
テ
見
れ
ば
、
阿
礼
が
誦ヨ
メ

る
語
の
い
と
古
か
り
け
む
ほ
ど

知
ら
れ
て
貴タ
フ
トし
。（
中
略
）
上
ツ
代
の
こ
と
な
れ
ば
、
意
も
言
も
共
に
い
と
古
く
し
て
、
当ソ
ノ
カ
ミ時
の
と
は
異
な
る
が
多
か
る
べ
け
れ
ば
、
漢

文
に
は
か
き
取
リ
が
た
か
り
け
む
こ
と
宜ウ
ベ

な
り
」（『
古
事
記
伝
』
二
之
巻
）。
西
郷
信
綱
の
『
古
事
記
注
釈
』
は
序
文
の
注
釈
で
『
易

経
』
を
引
き
つ
つ
も
、
宣
長
と
同
様
の
解
釈
を
し
て
い
る
。「
な
お
「
上
古
」
は
、
今
の
世
つ
ま
り
後
世
と
は
秩
序
を
異
に
す
る
古
い
世

を
さ
す
よ
う
で
あ
る
。「
易
」
の
「
上
古
結
レ
縄
而
治
。
後
世
聖
人
、
易
レ
之
以
二
書
契
一
」
を
念
頭
に
も
っ
て
か
く
い
う
わ
け
だ
が
、「
古

語
拾
遺
」
に
も
「
上
古
之
世
。
未
レ
有
二
文
字
一
、
云
々
」
と
あ
る
。
こ
こ
も
、
文
字
が
な
く
、
文
化
の
質
の
今
と
は
違
う
古
い
世
の
こ
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二
五

と
を
、「
上
古
之
時
、
言
意
並
朴
」
と
ふ
り
返
っ
て
い
る
」（『
古
事
記
注
釈
』
第
二
、
一
九
七
五
年
）。

（
４
）「
誦
習
」
の
解
釈
は
、「「
誦
」
に
つ
い
て
は
単
に
空
で
口
誦
暗
誦
す
る
の
意
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
筆
録
物
を
中
心
と
す
る
「
誦
」
の

意
、
即
ち
文
献
の
読
誦
（
漢
書
劉
向
伝
）、
誦
読
（
呉
志
闞
沢
伝
）
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
例
は
漢
籍
に
多
い
。（
中
略
）
文
献
に
よ
っ

て
「『
誦
』
す
る
こ
と
」
の
繰
返
が
「
誦
習
」
で
あ
る
」（
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
上
、
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
）、

「
こ
の
誦
習
・
所
誦
の
「
誦
」
が
単
な
る
読
解
や
暗
誦
で
な
く
節
を
つ
け
て
読
誦
す
る
意
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
通
説
の
言
う
通
り
で
あ
ろ

う
」（
青
木
和
夫
他
校
注
『
日
本
思
想
大
系
１�

古
事
記
』
補
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
）、「「
討
竅
」
を
経
た
も
の
の
読
み
を
習
う

こ
と
」（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
１�

古
事
記
』
頭
注
）
な
ど
諸
説
が
あ
る
。
ま
た
、『
古
事
記
』
序
文
の
稗
田
阿
礼
に
つ
い
て
の
「
為

人
聡
く
明
く
し
て
、
目
を
度
れ
ば
口
に
誦
み
、
耳
に
払
る
れ
ば
心
に
勒
す
」
と
い
う
記
述
は
、
文
献
の
読
誦
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
稗
田
阿
礼
の
聡
明
さ
を
称
え
る
文
辞
で
あ
り
、『
古
事
記
』
編
纂
過
程
を
述
べ
て
い
る
の
で
は
な

い
。
帝
紀
・
旧
辞
の
も
と
に
な
る
文
字
資
料
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
否
定
し
な
い
が
、
太
安
万
侶
の
撰
録
の
経
緯
（
序
文
）
と
、

『
古
事
記
』
本
文
の
文
体
か
ら
、
稗
田
阿
礼
の
「
誦
習
」
が
原
則
的
に
文
字
資
料
に
頼
ら
な
い
口
誦
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
立
場
を
取

り
た
い
。
三
谷
栄
一
は
「
（「
誦
」
に
）「
習
う
」
と
い
う
繰
り
返
し
を
意
味
す
る
語
が
付
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
、「
誦
」
を

繰
り
返
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
文
献
を
講
読
に
し
た
に
せ
よ
、
暗
誦
し
て
い
た
に
せ
よ
、
そ
れ
を
口
で
何
度
も
語
り
掛
け
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。（
中
略
）
つ
ま
り
古
事
記
は
後
宮
で
繰
り
返
し
語
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
持
統
・
文
武
朝
に
お
い
て
も
行
わ
れ
た
に
違
い
な
い
」（「
古
事
記
の
成
立
―
序
文
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―
」、『
日
本
文
学
研
究

資
料
叢
書　

古
事
記
・
日
本
書
紀
Ⅰ
』、
有
精
堂
出
版
、
一
九
七
〇
年
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
５
）
音
訓
交
用
の
文
章
は
漢
字
で
日
本
語
文
を
表
し
た
も
の
で
、
太
安
万
侶
の
考
え
る
正
式
の
漢
文
で
は
な
か
っ
た
。「
あ
の
や
う
な
様
式

の
序
文
を
書
き
え
た
ヤ
ス
マ
ロ
が
、
古
事
記
の
本
文
の
や
う
な
文
章
を
書
く
こ
と
は
、
か
な
り
、
不
本
意
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
し
か
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ら
ば
、
か
の
序
文
に
述
べ
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
気
持
か
ら
の
弁
明
を
ふ
く
ん
で
ゐ
る
で
あ
ら
う
」（
亀
井
孝
「
古
事
記
は
よ
め
る
か　
散

文
の
部
分
に
お
け
る
字
訓
お
よ
び
い
は
ゆ
る
訓
読
の
問
題
」、『
古
事
記
大
成
』
第
三
巻
、
平
凡
社
、
一
九
五
七
年
）。

（
６
）
口
承
文
芸
が
文
章
化
さ
れ
、
書
物
と
し
て
編
集
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
改
変
が
と
も
な
う
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。
小
川
靖
彦
氏
は
、

「『
古
事
記
』
の
文
章
は
漢
字
を
用
い
た
和
文
で
す
が
、
こ
れ
も
当
時
の
口
頭
の
日
本
語
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、「
書
く
」

た
め
に
新
た
に
創
り
出
さ
れ
た
、
一
種
の
文
語
文
で
す
。（
中
略
）
特
に
『
古
事
記
』
は
、
口
誦
の
神
話
・
物
語
・
伝
説
を
、
天
皇
に
よ

る
統
治
の
必
然
性
を
示
す
も
の
と
し
て
強
力
に
組
織
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
、
無
機
質
な
天
皇
神
話
に
止
ま
ら
な
い
、
人

間
的
感
情
に
富
む
神
や
、
悲
劇
的
英
雄
と
し
て
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ら
が
、
生
き
生
き
と
活
動
す
る
「
歴
史
書
」
と
な
り
ま
し
た
。（
中

略
）
こ
の
よ
う
な
『
古
事
記
』
の
あ
り
方
は
、
聖
書
や
仏
典
な
ど
と
と
も
に
、
口
誦
の
神
話
・
物
語
・
伝
説
が
、
記
録
さ
れ
「
書
物
」

に
編
ま
れ
る
時
に
生
み
出
さ
れ
る
〈
文
学
性
〉
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
な
る
も
の
で
す
。」（
小
川
靖
彦
「
来
た
る
「
日
本
上
代
文
学

史
」
の
た
め
に
」、『
リ
ポ
ー
ト
笠
間
』
№
61�

特
集
「
理
想
の
『
日
本
文
学
史
』」、
二
〇
一
六
年
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
７
）
帝
紀
・
旧
辞
の
「
誦
習
」
は
、
系
譜
記
事
に
つ
い
て
は
厳
密
な
再
現
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
神
話
伝
説
の
物
語
部
分
に

は
あ
る
程
度
の
改
変
や
演
出
が
許
さ
れ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
無
文
字
社
会
の
言
語
文
化
を
研
究
し
た
川
田
順
造

は
、「
テ
キ
ス
ト
と
い
う
点
か
ら
、
声
と
文
字
の
文
学
の
違
い
を
み
る
と
、
声
の
文
学
は
原
則
と
し
て
一
回
ご
と
の
実
パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス
演
と
し
て
の
み

あ
り
、〝
正
本
〟
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
無
文
字
社
会
の
声
の
伝
承
の
中
に
も
、
私
が
長
年
研
究
し

た
王
の
系
譜
語
り
の
よ
う
に
、
一
言
半
句
違
え
ず
に
朗
誦
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
も
あ
り
、
故
八
世
桂
文
楽
の
よ

う
に
、
練
り
上
げ
ら
れ
た
少
数
の
持
ち
ネ
タ
に
つ
い
て
は
、
何
度
口
演
し
て
も
細
部
ま
で
寸
分
違
わ
な
い
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
声

の
言
技
の
中
で
も
文
字
テ
キ
ス
ト
に
近
い
層
を
な
し
て
い
る
と
い
え
る
」（「
無
文
字
社
会
の
文
学
」、『
コ
ト
バ
・
言
葉
・
こ
と
ば
―
文

字
と
日
本
語
を
考
え
る
』、
青
土
社
、
二
〇
〇
四
年
）
と
述
べ
て
い
る
。
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七

（
８
）C

am
pbell, Joseph

（1949

）.� T
he H

ero w
ith a T

housand Face�

の
訳
書
は
、
倉
田
真
紀
・
斎
藤
静
代
・
関
根
光
宏
訳
『
千
の
顔

を
持
つ
英
雄
〔
新
訳
版
〕』（
早
川
書
房
、
二
〇
一
五
年
）
を
用
い
る
。

（
９
）Vogler, C

hristopher

（2007

）.� T
he W

riter’s Journey: M
ythic Structure for W

riters�

の
訳
書
は
、
岡
田
勲
監
訳
『
神
話
の
法
則�

ラ
イ
タ
ー
ズ
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー�

夢
を
語
る
技
術
』（
ス
ト
ー
リ
ー
ア
ー
ツ
＆
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
）
を
用
い
る
。

（
10
）
原
語
は
同
じ� T

he H
ero’s Journey�

で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訳
書
（
注
８
・
９
）
の
訳
語
に
合
わ
せ
て
、
ジ
ョ
ー
ゼ
フ
・
キ
ャ
ン

ベ
ル
『
千
の
顔
を
持
つ
英
雄
』
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
英
雄
の
旅
」
と
し
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ボ
グ
ラ
ー
が
「
英
雄
の
旅
」
を
修
正
し

た
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
と
す
る
。

（
11
）『
日
本
書
紀
』
巻
第
七
の
日
本
武
尊
の
人
物
造
型
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
日
本
書
紀
』
の
「
武
」
に
つ
い
て
―
国
土
を
ひ
ら
く
英
雄

た
ち
―
」（
小
林
真
由
美
・
鈴
木
正
信
編
『
日
本
書
紀
の
成
立
と
伝
来
』
雄
山
閣
、
二
〇
二
四
年
）
に
お
い
て
述
べ
た
。

（
12
）
ボ
グ
ラ
ー
は
『
神
話
の
法
則
』
で
、
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
の
「
ア
ー
キ
タ
イ
プ
（
原
型
）」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
有

効
な
典
型
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
は
七
つ
の
ア
ー
キ
タ
イ
プ
（
ヒ
ー
ロ
ー
、
メ
ン
タ
ー
、
シ
ュ
レ
ス
ホ
ー
ル
ド
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
、
ヘ

ラ
ル
ド
、
シ
ェ
イ
プ
シ
フ
タ
ー
、
シ
ャ
ド
ウ
、
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
）
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
父
・
景
行
天
皇
は
、
シ
ャ
ド
ウ
（
影

／
悪
者
）
の
ア
ー
キ
タ
イ
プ
に
当
て
は
ま
る
。

（
13
）『
釈
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
早
く
も
養
老
五
年
（
七
二
一
）
に
『
日
本
書
紀
』
講
書
が
行
わ
れ
た
と
あ
り
、
そ
の
後
、
弘
仁
・
承
和
・

元
慶
・
延
喜
・
承
平
・
康
保
の
計
七
回
行
わ
れ
た
（
巻
第
一
、
日
本
紀
講
例
）。

　
　
　
　
　

※�

本
稿
は
、
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
「
古
代
の
文
学
と
語
り
」（
二
〇
二
二
～
二
〇
二
三
年
度
）
の
成
果
公
表
で
あ
る
。
本

稿
の
内
容
に
合
わ
せ
て
、
研
究
課
題
名
と
は
異
な
る
論
文
名
と
し
た
。


